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　2016（平成28）年4月より、JR成田駅西口に新たなブックポストが設置されました。
　本館・公津の杜分館・市役所などに設置されているブックポスト同様、図書・雑誌のみ投入することができます。
　本の回収は、図書館開館日に1日1回行われます。
　（※祇園祭など駅周辺でイベントがある時は、回収を行わないこともあります。）

（紙面紹介）
・図書館にない本、リクエストできます～リクエストサービスのご案内～
読みたい本が図書館になくて困ったことはありませんか？そんなときに便利なリクエスト
サービスをご案内します！
・科学あそび講座「コハク・こはく・ふしぎな石～コハクの原石をみがこう～」
2016（平成28）年7月22日に開催され、大きな盛り上がりを見せた科学あそび講座の
模様をご紹介します。
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図書館にない本、リクエス　トできます
読みたい本があるけど、

図書館には所蔵して

いないみたいだ。

新しく出る本を読みたいな。

図書館で借りられるかな？

読みたい本が図書館にない時は、本の相談窓口またはお電話でお問い合わせください。
※リクエストサービスは市民、成田市内に在勤、在学の方へのサービスです。

（市外の方はお住まいの自治体の図書館からお申込みください。）

※できる限りご用意いたしますが、品切れ等で購入不可または県内の図書館に所蔵がない等、
提供が難しい場合は、ご希望に添えないこともございます。あらかじめご了承ください。

図書館
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「リクエストした本がご用意できました。」
とご連絡します。

購　入
相互協力
貸出依頼

回収作業

返　却

図書館に
所蔵なし

窓口でリクエストカードに
記入していただきます。
電話でも受付しています。
本のタイトルや著者名など
の情報をお知らせください。

毎週水曜日に選書
会議を行い、購入
か他の図書館から
借りるかを決定し
ます。
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相互協力サービスって？
県内の図書館同士の連携サービスです。その図書館に資料がなくても、
他の図書館から借りたり、必要な箇所の複写依頼を出すことができます。
品切れ等で購入できない資料、図書館の収集方針に添わない資料は、
県内の図書館から借りて提供します。
週に一度、千葉県立図書館の協力車が県内の図書館を巡回し、本を運んでいます。

　※以下の資料は相互協力サービスの対象外です。
　　・CD、DVD
　　・刊行後 6ヶ月以内の本、雑誌

県立図書館では、成田市立図書館で所蔵していない本など
多くの本を所蔵していますのでぜひ相互協力サービスをご利用ください。

　　　　県立図書館に所蔵のある本は
　　　　インターネットからも予約が可能です。
　　　　相互貸借の本は他の図書館の資料です。
　　　　扱いには充分に気をつけてください。

以下の資料は、成田市立図書館に所蔵がない場合、 
リクエストができません。
・CD、DVD
・漫画
・問題集、参考書、書き込み式の本（個人で購入して使用する性質の本のため）
・しかけが多く壊れやすい絵本
※ただし、今後の図書館の蔵書構成の参考にさせていただきます。

読みたい本が図書館にないと思って、あきらめていませんでしたか？
図書館では、皆さんの「読みたい、知りたい」という気持ちに応えます。
ぜひお気軽にご相談ください。

～リクエストサービスのご案内～図書館にない本、リクエス　トできます
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↑化石を手に取ってお話をする坂口先生

↑紙ヤスリでコハクをみがく様子
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編 後集 記
　今回は夏のイベントとして科学あそび講座の様子をお伝え
しました。秋から冬にかけても、文学講座や市史講座、大人
のためのおはなし会など図書館のイベントが盛り沢山です。
今年の文学講座は、作家の辻村深月さんをお招きして大変盛
り上がりました。このときの様子は、次号の「紙ふうせん」
でお知らせします。
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科学あそび講座

「コハク・こはく・ふしぎな石
～コハクの原石をみがこう～」

� 講師　科学読物研究会　坂口美佳子氏　　2016.7.22

　今年度の科学あそび講座は「化石」をテーマに行われました。
例年ご好評をいただいているこの講座ですが、今年もたくさん
の応募者に恵まれ、午前と午後の回を合わせて 77名の小学生が
参加しました。
　最初に講師の坂口先生から化石について説明があり、化石は
「１万年以上前の生き物が生きていたという跡が残ったもの」だ
ということや、骨や歯だけでなく氷漬けのマンモスやカニの巣
穴、足跡なども立派な化石であることを学びました。実際にア
ンモナイトや恐竜のウンチ（！）の化石が順番に手渡されると、
子どもたちはおっかなびっくり触って確かめていました。

　次に、講座の主役であるコハクが登場します。コハクとは、大昔に木からにじみ出た樹液が、
砂や土に埋もれて石のように固くなった化石です。今回は比較的新しいコハクの原石（コーパル）
を、水に濡らした紙ヤスリでそれぞれ思い思いにみがいてピカピカにします。紙ヤスリの目の粗
さをだんだん細かくしながら丁寧にみがいていくと、小石のようなコハクが少しずつきれいな金
色になっていきました。中には、コハクの内側に昔の昆虫の一部を見つけた参加者もおり、あち
こちから歓声が上がりました。
　最後に、自分でみがいたコハクと小さなアンモナイトの化石を袋に入れて、お土産として持ち
帰りました。大昔の生き物を身近に感じる、思い出深いひと時になったのではないでしょうか。

☆参考になる本☆　※すべて図書館に所蔵がある本です。

『琥珀　永遠のタイムカプセル』

� アンドリュー・ロス /著　文一総合出版

『岩石と宝石の大図鑑』　

� ロナルド・ルイス・ボネウィッツ /著　誠文堂新光社

『恐竜の足あとを追え』� 松川正樹 /著　あかね書房

『化石はおしえてくれる』� アリキ /文・絵　リブリオ出版

『石の卵』� 山田英春 /文・写真　福音館書店


